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年長自閉症者の空間認知の特徴に関する研究
― 配 列 課 題 及 び 配 置 課 題 に よ る 検 討 ―
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表 1(1) 統制群 (健常幼児 33名)一覧
年 齢 群 人数 (男､女)
3才 (7名) 前半 2名 (男0名､女2名)
後半 5名 (男3名､女2名)
4才 (7名) 前半 3名 (男1名､女2名)
後半 4名.(男2名､女2名)
5才 く11名) 前半 6名 (男4名､女2名)
後半 5名 (男2名､女3名)














表 1(2) 実験群 (自閉症者 10名)一覧
No. 氏名 性 精神 知能 生活 社会生 三重五仁:1Fjlコ その他
年齢 指数 年齢 活年齢 の の
刺 (MA)(ⅠQ)(CA) (SA) 有無 障 害
① K.T. 罪 9:0 51 20:6 6:1 有
@ U.A. 男 6:4 36 21:6 5:6 有
③ ･S.T. 男 5:4 30 19:2′5:0 有
④ S.M. 男 4:10 29 19:7 5:10 有 てんかん
G)A.K. 輿 4:6 30 17:3 6:9 有
⑥ T.M. 男 4:6 25 20:3 5:2 有
⑧ K.S. 輿 3:1 18 19:2 4:6 有 てんかん
⑨ W.S. 罪 2:5 16 27ニ1 4ニ6 有
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験者の存在が威圧的にならないよう配慮したため
である｡また､本実験に使用した物は､刺激図形
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図2(1) 国形カードと色カード
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種の色 (赤 ･青 ･黄 ･紫 ･樟 ･ピンク･緑 ･水色)
が､縦3cm･横3cm･厚さ0.5cmの板の全面に塗
られた物であり､各色2枚ずつ合計16枚ある｡ま






































































































実施したが､それぞれについて図形カー ドで行う - ド (図形一〇 ･□ ･ +､色-赤 ･黄 ･緑)を
場合と色カー ドで行う場合とがある｡ 再現させる課題である｡(表2(3)･(4)参照)
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表 3(1)図形の呼称及びマッチング 【健常幼児】
図形の呼称 〔○;正答､●;誤答〕 図形のマッチング
No.生活 〔8種の図形〕年齢 0.:☆ △ □ + a ○ ()
① 6:5 ○;○ ○ ○ ○ (⊃ ● ●
② ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ● ○ ○
③ 6:2 ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ● ●
④ ○ ○ ○ ○ ● (⊃ ● ●
⑤ 6:0 ○ ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○ ●⑥ ○ ○ ○ ○ ○●●
⑦ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ●
@ ○ ○ ○ ○ ●●
⑨ 5:10 ○ ○ ○ ○ ○ ●●
⑲ 5:9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
⑪ 5:8 ○ ○ ○ ○ ○●
⑩ 5:7 ○ ○ ● ○ ○ ●●
⑬ 5:6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
⑲ 5:5 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○⑮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑲ 5:4 ○ ○ ○ ○ ○●●●
⑫ 5:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
⑲ ○ ○ ○ ○ ○●
⑲ 5:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
㊨ 4:9 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
㊨ 4:8 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
㊨ ○ ○ ● ● ○
㊨ 4:6 ○ ○ ○ ○ ○●●●
㊨ 4:5 ○ ● ○ ○ ○
㊨ 4:4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
㊨ 4:3 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○
㊨ 3:l ○ ○●●●● ● ●
㊨ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:10 ● ○●●●● ● ●
㊨ 3:6 ○ ● ○ ● ● ○ ● ●
㊨ ○ ○ ○ ○ ●㌻●
㊨ 3:3 ○ ○ ○ ● ● ●●
㊨ 3:1 ○ ○ ● ○ ● ● ●








No.生活 〔8種の図形〕年齢 ○ ☆ △ [コ + d ○ くつ
①② 6:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○(⊃ ○
③ 6:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
⑤ 6:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
@ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ㌧○
⑨ 5:10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
⑲ 5:9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑪ 5:8 ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○
⑫ 5:7 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○
⑬ 5:6 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑲ 5:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑮ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑮ 5:4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
⑳ 5:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
⑲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ …○
⑲ 5:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:9 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:8 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:6 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ 4:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ 4:4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
㊨ 4:3 ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ ●
㊨ 3:l ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃
㊨ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ● (⊃
㊨ 3:10 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ● ○
㊨ 3:6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
㊨ 3:3 ● ○ ○ ○ ○ (⊃ ● ●
㊨ 3:1 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ●


























No.生活年齢 赤 ピンク 〔程 8種黄 の 色緑 〕育 水色 輿
① 6:5 ○ ○ ●○ ○ ○ ○ ○
@ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
③ 6:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○④ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○
⑤6:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○⑥ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃
⑦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑨ 5:10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
㊨ 5:9 ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○
⑪ 5:8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑩ 5:7 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
⑬ 5:6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑲ 5:5 ○ ○ ○ ● (⊃ ● ○ ○
⑮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑯ 5:4 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑩ 5:2 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○⑬ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 5:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ 4:9 (⊃ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ 4:8 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○
㊨ ○ ○ (⊃ (⊃ ● ○ ● ●
㊨ 4:6 ○ ○ ●○ ○ ●○ (⊃
㊨ 4:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
⑳ 4:3 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ●
㊨ 3:l ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○
㊨ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:10 ○ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ ○ ●
㊨ 3:6 ○ (⊃ (⊃ ● ● ● ● ●
㊨ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:3 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
㊨ 3:1 ○ ● ○ ●●●●●
(○の人数) 33 32 30 30 28 27 27 26
No.生活年齢 赤 ピンク 〔燈 8種黄 の 色緑 〕畠日 水色 紫
① 6:5 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○
② ⊂) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
③ 6:2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ C) ○
⑤ 6:0 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○⑥ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
a) (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑨ 5:10 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
㊨ 5:9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑪ 5:8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑫ 5:7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 5:6 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
⑲ 5:5 ○ ○ ○ f○ ○ ○ ⊂) ○
㊨ ○ ;○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑲ 5:4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 5:2 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
⑬ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 5:0 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○
㊨ 4:9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:6 ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ⊂) ○
㊨ 4:5 ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 4:4 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
㊨ 4:3 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
㊨ 3:l ○ ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○ ○
㊨ (⊃ ○ ○ ○ t:○ ○ ○ ○
㊨ 3:10 ○ o;o ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ 3:6 ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
㊨ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:1 ○ ○ oio (⊃ ○ ○ ○
(Oの人数) 33 33 33;:33 33 33 33 33
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No.精神 知能 〔8種の図形〕年齢 指数 ○ □ ☆ + △ (⊃ ○ ○
① 9:0 51 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ (⊃
② 6:4 36 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ;● ●
③ 5:4 30 ○ (⊃ ○ ● (⊃ ● …● ●
④ 4:10 29 ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ○ ○
⑤ 4:6 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
@ 4:6 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
LP 4:3 24 ● ● ● ● ● ● ● ●
⑧ 3:1 18 ● ● ● ● ● ● ● ●
⑨ 2:5 16 ● ● ● ≦● ● ● ● ●
㊨ 2:4 13 ● ● ●､≡● ● ● ● ●
(6) (6) (6) (5) (5) (4) (2) (2)
図形のマッチング 〔○;正答､●;誤答〕
No.精神 知能 〔8種の図形〕年齢 指数 ○ ロ ☆ + △ :∠⊃ () ○
＼㌢ 9:0 51 ○ ○ (⊃ (⊃ 0.:0 ○ ○
② 6:4 36 ○!○ ○ ○ o ○ ○ ○
@ 5:4 30 - - - - - -
④ 4:10 29 ○ ○ ○ ;○ ○ ○ ○ (⊃
⑤ 4:6 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑦ 4:3 24 (⊃ ○ ○ ○ i○ ○ ○ ○
@ 3:1 18 (⊃○ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ ○



















No.精神 知能 〔8種の色〕年齢 指数 青 Lr赤 黄 穫 ピンク 栄 級 水色
@ 6:4 36 ○ (⊃ ○ f○ ○ ○ ○ ○
③ 5:4 30 ○ ○ ○ (⊃ ○ ● ● ●
④ 4:10 29 (⊃ ○ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ ○
@ 4:6 30 ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃
@ 4:6 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑦ 4:3 24●●●;●
⑧ 3:1 18 ○ ● ● ● ● ● :● ●
⑨ 2:5 16 ●●●●●●●●
⑲ 2:4 13 ● ● ● ● ● ● ● ●
(7) (6) (6) (6) (6) (5) (4) (4)
色のマッチング 〔○;正答､●;誤答〕
No.精神 知能 〔8桂の色〕年齢 指数 三岳二円 赤 黄 穫 :ピンク 栄 緑 水色
∫ 9:0 51 ○ ○ ○ (⊃,:o ○ ○ ○
② 6:4 36 ○ ○ ○ ○;○ ○ (⊃○
③ 5:4 30 - - - - - - - -
⑤ 4:6 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥ 4:6 25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑦ 4:3 24 ○ ○ ○ C) ○ ○ ○ ○
⑧ 3:1 18 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑨ 2:5 16 - - - - - - - -
⑲ 2:4 13 (⊃ ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ ○
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5 種 @ tい
4 種 (0)
3 種 ㊨ ㊧ ⑳ ㊨ ⑲⑮ ⑲ ⑰ ⑲ ⑥① ② ⑤ (tや
2種 可 ㊨ ㊨ ㊨ ⑳ ㊧ ⑳ ⑲ ⑲ ⑬⑨ ⑪ ⑲ ③ ④ @ (15)
不可 ㊨ ⑳ ⑲ ㊧ (4)
前 (2) 後 (5) 節 (3) 後 (4) 節 (6) 級 (5) 前 (8)6才 (年齢群)
図3 図形における配列課題の成績の年齢傾向 【健常幼児】
5 種 (0)
4 ~種 ㊨ ① ⑦ (3)
3 種 ㊨ ⑲ ⑫ ⑲ ⑲ ⑪ ⑲ ② ④ 巾
2種 可 ㊨ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑪ ⑳ ⑳ ⑲ ⑮ ⑲ ㊨@ @ @ (16)
不可 ㊨ 歯 ⑳ ⑨ (4)











表 5(1) 図形の呼称の可･不可について 【健常幼児】
〔○;可､●;不可〕
呼 称 No.生活 言語化し易い その中間の図形 言語化し易い可の数 年齢 ○:☆ △ [コ + a ○ O
8 ⑲ 5:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ② 6:2 ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ○ ○
⑤⑲ 6:0 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○ ●5 5 ● ○
6 ① 6:5 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ●
③ 6:2 ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ● ●
⑲ 5:9 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ●
⑬ 5:6 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ●
⑲ 5 2 (⊃
㊨ 4:9 ⊂) ○ _○ (⊃ ○ ● ○ ●
㊨ 4:4 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ● ●
㊨ 4:3 ○ ⊂) ○ ○ ○ ● ● ○
⑥ 6:0 (⊃ ○ ○ ○r○ ● ● ●
⑦ 6:0 (⊃ ○ ○ ○ ● (⊃.● ●
⑨ 5:10 (⊃ (⊃ (⊃ ○ ○
⑪ 5:8 (⊃ (⊃ ○ (⊃ ○●●
⑲ 5:4 ○ (⊃ ○ ○ ○
⑲ 5:2 (⊃ ○ ○ ○ ○ ● ● ●
㊨ 4:8 ○ (⊃ ○ ○ (⊃
㊨ 4:6 ○ ○ ○ ○ (⊃●●
㊨ 3:ll ○ ○ ○ ○ (⊃
4 ⑧ 6:0 ○ (⊃ ○ ○ ● ●㊨ 5:7 ○ ○ ● ○ ○
㊨ 4:5 ○ ● ○ ○ ○
㊨ 3:6 (⊃ ○ 0 ;0 ● ● ● ●
3 ㊨ 4:8 (⊃ ○ ● ● (⊃ ● ● ●
㊨ 3:6 ○ ● (⊃ ● ● ○ ● ●
㊨ 3:i･○ (⊃ ●-○.●､･● ･● ●
1 ⑳ 3:10 ● ;○●●●.●









表 5(2) 色の呼称の可･不可について 【健常幼児】
〔○;可､●;不可〕
呼 称可の数 No.生活年齢 蘇 :Lピンク:榎 :l薫 :l緑 :'青 !水色:l紫
8 ② 6:5 ○ ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○
③ 6:2 ⊂) ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ ○
④ 6:2 ○ ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃ (⊃
⑤ 6:0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○
@ 6:0 (⊃ ○ ○ …○ ○ ○ (⊃ ○
⑦ 6:0 ○ ⊂) ○ ○ ○ (⊃ (⊃ ○
⑧ 6:0 ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○ ○ ○
㊨ 5:9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑪ 5:8 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○
⑬ 5 6 (⊃ ○ ○
⑲ 5:4 (⊃ (⊃ (⊃ ○ (⊃ (⊃ ○ ○
㊨ 5:2 ○ (⊃ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑬ 5:2 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○
⑲ 5:0 ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ (⊃
㊨ 4:9 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○
㊨ 4:8 ○ (⊃ ○ ○ ○ (⊃ ○ ○
㊨ 4:5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
㊨ 3:ll ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 ① 6:5 ○ (⊃ ● ○ ○ ○ (⊃ ○
⑨ 5:10 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ (⊃ ● ○
㊨ 4:4 ○ ○ (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ●
㊨ 3:ll ○ ○ (⊃ (⊃ (⊃ ○ ● ○
㊨ 3:10 ○ ○ (⊃ ○ (⊃ ○ (⊃ ●
㊨ 3:6 ○ ○ ○ ○ ○ (⊃ ● ○
6 ㊨ 5:7 ○ ○ ○ ○ (⊃ ● ○ ●
⑲ 5:5 (⊃ ○ ○ ● (⊃ ● ○ ○
㊨ 4:6 (⊃ ○ ● ○ (⊃ ● ○ ○
㊨ 3:3 ○ ○ O ○ ● ● ○ ○
5 ㊨ 4:8 ○ ○ ○ ○ ●_○ ● ●
㊨ 4:3 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ●
3 ㊨ 3:6 ○ ○ ○ ● ● ● ;● ●
2 ⑳ 3:1 (⊃ ● ○ ● ● ● ● ●
(○の数) 33 32 30 30 28 27 27 26
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5 種 ⑦
4 種
3 種 ㊨ ⑥⑲⑳ ⑮⑳①⑲⑲⑲ ②⑤ ⑲
2種 可 ⑳㊧ @@@ ㊧⑳④⑨⑪⑲ ③⑬⑳ ⑲
不可 ㊨ ⑲⑬ ㊨
1 2 3 4 5 6 7 8 8種の図形の呼称可 の数































4 種 ① ⑦⑳
3-種 ⑲ ㊨ ⑬⑯⑲⑲②④ ⑪
2種 可 ㊨ ㊨ @@ ⑲⑳ ㊨ ㊨⑬⑲㊧⑳③⑤⑥⑧
不可 ㊨ ⑨⑳◎
1. 2 3 4 -5 6 7 8 8種の色の呼称可の数
図6 色の配列課題の成績と言語化との関係 【健常幼児】
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図 5 種 I ⑦
チの 4 種
列課 3 種 ⑲⑳⑲⑳⑤⑥⑮ ⑲⑳②⑲⑲ ㌧ざ
2種 可 ⑨⑳ ㊧⑳㊧⑳③⑧⑲ ⑲⑲④⑪⑩ ㊨
不可 ⑳㊧ ⑳⑬




3 オ 4 オ 5 才 _6 才 合計 (%)〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕
形の方が成績 良い者 1名 1名 1名 1名 2名 1哀 3名 10名 ′(30.3%)













3種2 9マス(3×3) ⑲⑫ Q (3)
㊨⑮⑫⑲⑪-⑦⑧ (7)
4マス(2×2) ㊨ ㊨ ③⑤ (4)
1種 9マス(3×3) ㊨ ⑳⑳ ⑳⑳⑲⑨②④⑥ (12)
4マス(2×2) ㊧㊨ ⑬ (4)
不可 ㊨ ㊨ _ ㊨ (3)
節 (2) 後 (5) 前 (3) 徳 (4) 節 (6) 徳 (5) 節 (8)再 オ (年齢群)
図8 図形における配置課題の成績の年齢傾向 【健常幼児】
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3種9マス(3×) ⑫ ①⑤⑦ (4)
2種 ⑲⑮⑰⑪ (6)4マス(2×) ⑲⑬⑧②③⑥(6)
1嘩 9マス(3×3) ㊨ ⑳⑳⑪ ⑳⑮⑳ ㊨⑳㊧⑳ ⑨ @ (13)4マス2 2 ㊨ ⑲ (2)
不可 ㊨ ㊨ (2)

































3種2 9マス ji g ⑫ i (訂⑲ I
⑧ ⑦⑱⑲⑳ ⑫ ⑮
4マス ③⑬⑳ ⑤
1種 9マス ㊨ ⑳⑳ ㊨⑳④⑥⑨⑲ ⑲⑳ ②4 ㊨ ㊨ ㊨ ⑲
不可 ⑳⑬ ㊨
1 2 3 4. 5 6 7 8 8種の図形の呼 称 可 の数
図10 図形の配置課題の成横と昔話化との関係 【健常幼児】
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3種2 9マス i l ㊨ ① l ⑤⑦ l
⑲⑲⑪⑮⑲⑰
4マス ⑲⑬@@@@
1種 9マス ㊧⑳ ⑳⑳ ⑨⑮⑳㊧ ㊨④⑳㊧⑳4 ⑲ ㊨
不可 ㊨ ㊨















の中で成績差が2種以上の者が2名 (⑲ ･㊧ )に
対し､色の成績が優位の者 (9名)の中で成績差





3種図形の 2配置課題 1 9マス(3×3) ⑲ ①⑫
㊨ -⑧ ⑲⑪⑮⑫ ⑦
4マス(2×2) ･l ⑳ . ③⑬ ⑤
9マス(3×3) :l@@@④⑨⑳㊧⑳ I________∴ _4マス(2×2) ⑲⑳ ⑳⑳
巨可 ⑳⑬ ㊨
不 可 4マス 9マス . 4マス 9マス
(2×2) (3)く3) (2×2) (3×3)
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表7 配置課題における図形と色の成績差 【健常幼児】
3 才 4 才 5 才 6 才 合計 (%)〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕 〔後 半〕 〔前 半〕
形の方が成績 良い者 0名 0名 1名 1名 0名 1名 1名 4名(12.1%)










が低い (2-3歳前半)者 (⑲ ･⑨ ･⑧ )は､2
種の配列課題で1名はできなく2名はできた｡対
して､比較的MAが高い (6歳以上)の者 (① ･
② )は､4種の配列課題までできた｡しかし､そ
の中間 (4-5歳)のMAの者 (5名)は､2種





















2種 可 ⑲⑨ ･ @
不可 ⑧ ⑦ @
l l i I l




2種 可 ⑨ @ @ ④ @ ②
不可 ⑲ ⑦ i
図14 精神年齢 (MA)からみた色の配列課題の成績 【自閉症者】
-80-
植木佳巳 ･紳測富夫 年長 自閉症者の空間認知の特徴に関する研究
表8(1)図形の呼称の可･不可について 【自閉症者】
〔○;可､● ;不可〕
呼 称 No.精神 知能 〔8種 の 図 形 〕可の数 年齢 指数 ○ [コ ☆ + △ 亡) ○ ○
7 ① 9:0 51 (⊃ ○ ○ ○ ● ○ ○ ⊂)
④ 4:10 29 ○ ○ ⊂) ○ ○ ● ○ ○
6 a 6:4 36 ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃●●⑤ 46 0 (⊃ ○
⑥ 4:6 25 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●


























呼 称 No.精神 知能 〔8種 の 色可の数 年齢 指数 去l弓 赤 黄 榎 ビング 栄 緑 水色
8 ② 6:4 36 (⊃ (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ (⊃
⑤ 4:6 30 (⊃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥ 4:6 25 (⊃ ○ (⊃ ○ ○ ○ ⊂) (⊃
6 Lfl9:0 51 ○ (⊃ ○ ○ 〇三〇 ● ●
5 @ 5:4 30 ○ ○ (⊃ ○ ○●●●
1 @ 3:1 18 ○ ● ● ● ● ● ● ●
0＼訂4:3 24●● ● ● ● ●●●⑨ 25 16


















5 種 】 ④
4 種 ② 甘
3 種 ③
不可 Lf.しぎ ⑤
0 1 2 3 4 5 6 7 8 8種の図形の呼称可 の数
図15 図形の配列課題の成績と言語化との関係 【貞閉症者】
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5 種
4 種
3 種 ① ⑥
2種 可 ⑨ ⑧ ③ (9②④
不可 ⑦⑲
01 2 3 4 5 6㌧ 7 8 8色の呼称可 数
図16 色の配列課題の成績と言語化との関係 【自閉症者】
5 種 @
形 4 種 @ G)
配 3 種 ③
tt題 2種 可 ⑲ ⑨ @
不可 ⑦ ⑤⑧





色の方が成績が良い者 . 3名 (30%)
ると､成績が同じ者 (成績に差がない者)が10名
中2名で､他の8名は成績差がみられた｡色の成
績が優位の者は3名 (⑤ ･⑥ ･⑧ )いるが､全員
成績差は1種である｡図形の成績が優位の者は5















3種 9マス @ ④ -｣-①2種 ②4マス ③








l t t ～


































ったが､他の2名 (② ･⑥ )はそれぞれ9マスに
おける2種そして3種の配置課題までできていた｡
7種の図形の呼称ができた者 (2名)は､2名と
3種2 9マス ⑥ ①④ I
②
4マス ふ
1種 9マス ⑲⑦⑧⑨4 @ :
不可
0 1 .2 3 ～4 5 6 7 8 8種の図形の呼称 可 の数
図20 図形の配置課題の成雑と言語化との関係 【自閉症者】
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1種 9マス ⑦⑨ @ ③ ④4 @
不可 ⑲
0 1 2 3 4 5 6 7 8 8色の呼称可 数























自 閉 症 者
形の方が成績が良い者 4名 (40%)
形と色とで成績が同じ者 5名 (50%)
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5 種 ④ ▲ ～i
4 種 ② ♂
･3 種 ▲ ▲▲ ▲ ▲③▲▲ ▲ ▲▲▲
2種 可 ⑨⑲ ▲ ▲ ▲ ⑥▲▲▲ ▲▲ ▲▲▲ ▲▲▲
不可 ⑧▲ ▲▲▲ ⑦ ⑤






































4 種 ▲ ▲▲
3 種 ▲ i ⑥ ▲▲▲ ▲▲▲▲▲ ① .
2種 可 ⑨ . ▲(勤._▲▲▲▲▲-④G)▲▲▲③▲▲▲ ▲Lgl~▲▲
不可 ⑲ ▲ ▲▲ ⑦ .▲
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5 種 ▲ ④
4 種 ② ①
3 種 ▲ ③ ▲ ▲ ▲ ▲▲▲▲▲▲ ▲
2種 可 ⑨⑲ ▲▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ⑥▲ ▲ ▲ .▲




4 級 ▲ ▲ ▲
3 級 ①▲ ▲ ⑥▲▲▲▲
2種 可 ⑨ ⑧ ▲ ▲ ③▲▲ ▲ ▲ ▲ ▲② ④ ⑤▲ ▲ ▲





























5 種 ④ ▲ l
票 4 種 ②▲▲▲▲ ①
醍列課 3 種 ▲▲▲③▲ ▲▲▲ ▲
可 ⑲ ▲▲▲⑨ ▲▲⑥ ▲.
港 2種 ▲▲ ▲▲▲▲ ▲▲▲
不可 ⑦▲▲ ⑤⑧▲▲




3種9マス(3×) ⑥④▲▲l I① i
2種 ▲▲▲▲②▲
4マス(2×) ▲ ③▲▲▲
1桂 3マス.(×)⑨⑲▲⑧▲⑦▲▲▲▲▲▲▲4マス(2×2) ▲▲ ▲ @
不可 ▲ ▲ ▲
前 徳 前 後 前 後 前 徳節 前i健常幼児;CA事自閉症者M
〔▲;健骨幼児､○付き数字;自閉症者〕
図28 図形における配置課題の成練の比較
3種9マス(3×3) ⑥ ▲ ②▲▲▲
2種 ▲▲ ▲ LF
4マス(2×2) ▲▲▲
1種 9マス(3×3)⑨ ▲⑧ ▲▲▲⑦▲▲▲▲④▲▲③ ▲ ▲
4マス(2×2) ▲ ⑤ ▲
不可 ⑲ ▲ ▲



















3種 9マス ▲ ⑥▲①④
2種 ▲ ▲▲▲▲ ▲② ▲
4マス ③ ▲▲▲
1種 9マス ⑨⑲@@ ▲ ▲▲ ▲▲▲▲ ▲▲ ▲4 ▲ ▲ ⑤
不可 ▲▲ ▲






1種 9マス @@ ⑧ @▲▲ ▲▲ ▲▲▲▲ ▲ ④.▲▲▲4 ⑤




















































3種 9マス(3×3) ④ l ▲ ① @▲▲
図形 2種の配置課題 .1 ▲ ▲ : ▲▲▲ @▲_
4マス(2×2) 巨 ▲▲ ▲
9マス(3×3) ⑲ :▲⑦⑧⑨▲▲山 上.
4マス(2×2) 五▲▲ : ▲▲
不可 ▲▲ ▲
(2×2) (3×3) (2×2) -(3×3)



























































































の一連の行動 として動 きにつなが りが欠け､指示
待ちの傾向がみられる｡反面､60人分用下駄箱に
おいて､自分の下駄箱の位置を素早 く覚えること
ができた｡
結論 としては､本実験で行った配置課題では､
健常幼児と自閉症者 との間で､明確な差はみられ
なかった｡このことは､空間的位置関係の理解に
おいては､従来の報告にあるように自閉症者では
特に問題はないことを示唆 している｡
(うえき よしみ 学外共同研究者)
(ほそぶち とみお 助教授)
(1994.1.18受理)
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